
略称   化学名   

AD  メチル＝（身・2・（2・ヒドロキシフェニル）・3・メトキシアクリレート   

AE  メチル＝2・［Ⅹ－ヒドロキシ・i2【6・（2・シアノフエノキシ）ビリミジン・4・イルオキシ】フユニル〉アセテート   

32   



＜別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

ACh   アセチルコリン   

al   有効成分量   

ALP   アルカリホスファターゼ   

BCF   生物濃縮係数   

Cmax   最高濃度   

γ－グルタミルトランスフエラーゼ  
GGT  

（＝γ－グルタミルトランスペプチダーゼ（γ－GTP））   

Hb   ヘモグロビン（血色素量）   

His   ヒスタミン   

HPLC   高速液体クロマトグラフ   

Ht   ヘマトクリット値   

LC50   半数致死濃度   

LC／MS   高速液体クロマトグラフ／質量分析計   

LD50   半数致死量   

MCH   平均赤血球血色素量   

MCHC   平均赤血球血色素濃度   

MCV   平均赤血球容積   

PEC   環境中予測濃度   

PHI   最終使用から収穫までの日数   

PLT   血小板数   

Tl／2 消失半減期   

TAR   総投与（処理）放射能   

T．Chol   総コレステロール   

TG   トリグリセリド   

Tmax   最高薬物濃度到達時間   

TRR  総残留放射能   
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＜別紙3：作物残留試験成績＞  
試  

作物名   
残留値（mg／kg）  

（分析   使用量  回 数  
トロビン  

代謝物D   代謝物F   代謝物L   代謝物M   合計  

部位）  
（回）   

（日）  

実施年  
最高  平均  最高  平均  最高  平均  最高  平均  最高  平均  平均  

値  値  値  値  値  値  値  値  値  値  値   

水稲   種子：3gaiノ箱G   35－39  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0，01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．05   

2  4  

1995年  600gai仙aG  46－50  ＜0．01  く0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．05   

水稲   種子：3gaiノ箱G   14  0．02  0．02  ＜0．01  ＜0．01  0．02  0．01★  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．06★   
2  4  21  0．02  0．02  ＜0．01  ＜0．01  0．02  0．01★  0．01  0．01★  ＜0．01  ＜0．01  0．06★   

1995年  60gai仙aP  28  0．01  0．01★  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．01  0．01★  ＜0．01  ＜0．01  0．05★   

水稲  種子：3gaiノ箱G  13－14  

（玄米）  4   20－21  

1998年   120gaiノha  27－28   

水稲  種子：3gai／箱G  3  0．08  

（玄米）  4  7  0．07  

2000年   400gai／ha  14    0．05   

水稲  種子：3gai／箱G  3  0．04  

（玄米）  4  7  

2000年   80gai／ha  14  

水稲  箱：3gai／箱G  

（玄米）  
14  

2005年度   100gai／ha   
4  

21  0．03 0．02  0．02 0．02  
水稲   種子ニ3gai／箱G   35－39  1．00  0．81  ＜0．04  ＜0．03  0．09  0．08  ＜0．04  ＜0．03  0．17  0．14  1．11★   

2  4  

1995年  600ga此aG  46・50  0．54  0．41  ＜0．04  0．03  0．08  0．06  ＜0．04  0．03★  0．17  0．10  0．64★   

水稲   種子：3gai／箱G   14  1．15  0．81  0．11  0．07★  0．17  0．12  0．16  0．09★  0．30  0．19  1．31   
2  4  21  0．64  0．51  0．06  0．04★  0．11  0．10  0．08  0．05★  0．20  0．15  0．86   

1995年  60gai仇aP  28  0．29  0．24  ＜0．04  0．03  0．09  0．07  ＜0．04  ＜0．03  0．13  0．09  0．48   

水稲  種子：3gaiノ箱G  13－14  

（稲わら）  4   20－21  

1998年   120gai仙a  27－28   

水稲  種子ニ3gai／箱G  3  4．91  

（稲わら）  4  7  2．41  

2000年   400gaiノha  14    0．94   

水稲  種子：3gai／箱G  3  4．37  

（稲わら）  4  7  2．72  

2000年   80gai几a  14    1．75   

水稲  箱：3gai／箱G  
（稲わら）  

14  

2005年度   

4  

21   

空中散布：  

水稲  
7   0．64  0．49  

（青刈稲）  

1999年   7   0．72  0．62   

種子：  

小麦   16gai／kg   2  237  仇01  0．01★  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜仇01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．05   

2                               （種子）  

5a   7   0．10  0．06  ＜0．01  ＜0．01  0．04  0．02★  く0．01  ＜0．01  0．01  0．01★  0．10★  

1994年  
58   

250gaiノha  
14  0．05  0．03★  ＜0．01  ＜0．01  0．03  0．02★  ＜0．01  ＜0．01  0．01  0．01★  0．08★  

100gaiノha  
21  0．02  0．02★  ＜0．01  ＜0．01  0．07  0．03★  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．07★   

大豆  
（露地）  

散布：  7  0．02  

（乾燥子実）  14  

2000年   
gai几a   21  

大豆  
（露地）  

（乾燥子実）  
21  0．01  0．01★  

2001年   
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試  
作物名   験  

園  使ノ   

場 数  

小豆   

（露地）   散布：  

2      （乾燥子実）   120E   

2004年   

インケJンマメ   

（露地）   散布：  

2      （乾燥子実）   150   

2004年  g .3 

てんさい   

（露地）   散布：  

4      （根部）   25う   

1996／2003  g :1 

年   

大根   
（露地）   散布：  

2      （根部）   10－7   

2002年  
ga   

大根   

（露地）   
散布：  

2  

10’7  

2002年  
g ;1 

かぶ   

（露地）   散布：  

2      （根茎）   200婁；   

2004年   

かぶ   

（露地）   散布：  

2      （茎葉）   200g   

2004年   

畑わさび   

（施設）   散布：  

2      （茎葉）   300g   

2003年   

畑わさび   

（施設）   散布：  

2      （根茎）  300g   
2003年   

クレソン   

（施設）   散布：  

2      （茎葉）   150g   

2005年   

はくさい   

（露地）   散布：  

ロ      （茎葉）   200巨r   

1999年   

しろな   

（施設）   散布：  

2      （茎葉）   200g   

2000年   

キャベツ   

（露地）   散布：  

2      （菓球）   2002：   

2001年   

14  
l’7－250  3  21  

ai几a  28   

14  

14  

21   
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試  
作物名   残留値（mg／kg）  

（分析   使用量  回 数  トロビン  代謝物D   代謝物F   代謝物L   代謝物M   合計  
部位）  

（回）   

（日）  

実施年  
最高  平均  最高  平均  最高  平均  最高  平均  最高  平均  平均  

値  値  値  値  値  値  値  値  値  値  値   
こまつな  

（施設）  散布：  

（茎葉）  21   2．5  1．0★  

2004／2005  gai几a   

年   

みずな （施設）  

散布：  7  

（茎葉）  2  14  6．6  

2006年度   
gai仙a  21   2．4   

大山そだ  

ち  
散布：  

（施設） （茎葉）  

2   21  2．23  1．48  

2004年   
サがミク予リー  

ン  

（施設）  
散布：  

2   200gai／ha   2   21  0．94  0．89  

（茎葉）  

2003年度  
エンタ～ィデ  

（施設）  散布：  
21  

（茎葉）  
28  

2004年度   
35   

レタス  
散布：  

（施設）  
7  2．80  

（茎葉）  4  14  

2000年度   
gai／ha  21  

レタス  土壌濯注：  
3000gaiノha  

（施設）  7  2．5  

（茎葉）  

4   13－14   0．6  ． 0．4  
2006年度   

gai几a  
菓ゴボウ  

（施設）  散布：  21  2．3  

（全体）  28  1．0   

2006年度   

ホけノサ～  

（施設）  散布：  
30  

（茎葉）  
45  

2006年度   
60   

ゴギョウ  

（施設）  散布：  
30  

（茎葉）  
45  

2006年度   
60   

たまねぎ  

（露地）  散布：  
0．02  

（鱗茎）  
4   7  

2000年   
14  

根深ねぎ  

（露地）   
散布：   3  0．96  0．58  0．02  0．02★  0．03  0．03  ＜0．01  ＜0．01  0．03  0．03  0．66★   

2  

4  7  0．32  0．22  0．01  0．01★  0．02  0．02  ＜0．01  ＜0．01  0．03  0．03  0．29★  

1995年  
gai几a  14  0．19  0．11  0．01  0．01★  0．01  0．01★  ＜0．01  ＜0．01  0．01  0．01★  0．16★   

菓ねぎ  

（露地）   散布：   
3   1．23  1．13  0．08  0．06  0．04  0，03  0．01  0．01★  0．09  0．06  1．31★   

（茎葉）  2  

4  7   1．43  0．73  0．12  0．06  0．04  0．04  0．01  0．01  0．11  0．07  0．93★  

1995年  
14  0．62  0．28  0．07  0．03★  0．03  0．03  0．01  0．01★  0，05  0．04  0．39★   
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試  

作物名   

（：分析   使用量   

部位）  
場  

実施年  

にんにく   

（露地）  青森300   

2   

1998年  gai几a   

にら  

（施設）   散布：   

2    （茎葉）  

1999年  
gai／ha   

アスハ○ラがス  

（施設）   散布：   

（茎）  

2  

2001年  
gai／ha   

ワケギ  
散布：   

（露地）   

2    （茎葉）  

2005年  
g∈ti仙a   

らっきょ  

う（：露地）   

（鱗茎） 2003／2004  

年   

にんじん  

（露地）   散布：   

（根部）  2  

2003年  

パセリ  

（施設）   散布：   

2    （茎葉）  

2003年  

みつば  

（施設）   散布：   

2    （茎葉）  

2004年  

せり  

（露地）   散布：   

2    （茎葉）  

2005年  

トマト  

（施設）   散布：   

2    （果実）  

1998年  

ピーマン  

（施設）   散布：   

2    （果実）  

2000年  

なす  

（施設）   散布：   

2    （果実）  

1995年  

きゆうり  

（施設）   
20m2ニai／株   

（果実）  2   

1994年  200・400  

ga二L仙a   

（施設）   

2   

かぼちや     散布：   

盲：  0．84  
250－300  3  

gai／ha   6－7  

15（ト400  

g∈ti仙a   

4   

14   

布：  
3  0．02  

150gai／ha  
3  7  

14  

了：  
2   21  

‾192gaiノb  28   

田  45  
250gai／ha  60   

司  1．7  
00gaiノha  21   ＜0．5   

14  

司  
7  0．8  

00gaiノh∈  
4   12・14  

20－21  

司  0．40  

00gai／ha  
4   3  

7  

ヨ  1．30  

00gaiノha  
4   3  1．28  

7    0．90   

ヨ  0．59  0．41  ＜0．01  ＜0．01  0．02  0＿02  ＜0．01  ＜0．01  0．01  0．01★  0．47★  

00gai／ha  
4   3  0．34  0．21  ＜0．01  ＜0．01  0．02  0．02  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．29★  

7  0．06  0．05  ＜0．01  ＜0．01  0．01  0．01★  く0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．10★   

元確i生：  

布：  0．50  0．32  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  く0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．36★   
4   

〉00・400  3  0．27  0．14  ＜0．01  ＜0．01  く0．01  ＜0．01  く0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．18★   
a二L／ba   7  0．04  0．03  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．07★   

0．10  
293・300  

14   ＜0．10   

7  

ga］し几a   
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試  

作物名   残留値（mg／kg）  

（分析   

数  
使用量  回   

部位）  

実施年  
（回）   最高  平均  最高  平均  最高  平均  最高  平均  最高  平均  平均  

値  値  値  値  値  値  値  値  値  値  値   
スeツキーニ  

（施設・  
散布：  

0．2  

無袋） （果実）  

4   3  0．1  

7    ＜0．1   

2006年度   

すいか  
（施設）   散布：   ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．05   

2    4   3  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  く0．05  

1995年  
gai仏a  7   0．01  0．01★  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．05★   

メロン  

（施設）   散布：   
＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．05   

2  

4   3  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．05  

1995年  
7  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  く0．01  ＜0．05   

オクラ  
（施設）  散布：  1．24  

（果実）  3  0．58  

2004年   
gai／ba   7  0．24   

さやえんど  

う（施設）   1．32  

3   3  0．92  

（さや） 2004／2005  7  0，54   

年   

みようが  
（施設）  濯注：  

3  0．51  

（花穂）  
4  7  0．16  

2004年 
14    0．08   

りんご  

（無袋）  散布：  

（果実）  
5－   42  0．98  0．48  0．03  0．03★  0．02  0．02★  ＜0．01  ＜0．01  0．02★  0．02★  0．55★   

1994年   

日本なし  0．68  

（無袋）  

散布：  

3  0．49  

5   

7  0．57   

（果実） 1995／1998  4   500gaiノha  14  0．60  0．46  0．03  0．03  0．01  0．01★  ＜0．01  ＜0．01  0．02  0．02★  0．54★   

年  28  0．46  0．30  0．03  0．03  0．01  0．01★  ＜0．01  ＜0．01  0．02  0．02  0．27★  

42  0．24  0．13  0．02  0．02★  0．01  0．01★  ＜0．01  ＜0．01  0．01  0．01★  0．18★   

7  
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試  

作物名 （  
残留値（mg／kg）  

：分析   使用量  回 数  代i射物D   代謝物F   代謝物L   代謝物M   合計  

部位）  
場  

（日）  

実施年  
（回）   最高  平均  最高  平均  最高  平均  最高  平均  最高  平均  平均  

値  値  値  値  値  値  値  値  値  値  値   

すもも  

（露地・  散布：  

（果実）  

1996年   
0．74   

いちご   

（施設）  

2  散布：  58  89－217  011  006  ＜001  ＜001  ＜001  く001  ＜001  ＜001  ＜001  ＜001  011★     300－400 g∂i几a 土壌潅注二 20 8且  7－8  0．60  046  ＜0．01  ＜0．01  0．02  0．02★  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．51★   
mgaiノ株   

ぶどう  休眠期散布：  

（施設・無   3000－5000   45  4．35  2．61  0．02  0．02  0．05  0．05  ＜0．01  ＜0．01  0．03  0．03  2．76★   

2  5月  60  1．42  1．19  0＿02  0．02  0．04  0．04  0．01  0．01★  0．01  0．01★  1．29★   

（果実）  散布：  75  1．36  0．69  0．03  0．03★  0．02  仇02★  0．01  0．01★  0．01  0．01★  0．79★   

1994年  500gai／ha  

かき  

（露地）  
散布：  7  0．37  

（果実）  3  14  

1998年   
gai几a  21  

グアバ （露地） （果実）  

7  0．09  

3  14  

006年度   21  
2   

マンコー  
（施設・  

散布：  
1 0．5  

無袋） （果実）  

3  0．4  

7  0．4   

2006年   

ハツションフルー  

ツ（露地）  散布：  
0．36  

（果実）  

3   3  0．30  

7  0．17   
2000年   

いちじく  

（露地・  散布：  0．58  

無袋）  3   7  0．28  

（果実）  ga：几a  14    0．25   

2001年   

ピタヤ  
散布：  

（露地）  
1  1．39  

（果実）  3  7  0．52  

ga】L／もa  14    1．04   
2006年度   

茶  
散布：  

（荒茶） 1998年  4   200gai／ha   
14  

3  

21   

散布二  14  
（浸出液） 1998年  4   200gaiノba   3  

21   
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試  

作物名   残留値（mg／kg）  

（分析   使用量  回 数  

部位）  
（回）   

（日）  

実施年  
最高  平均  最高  平均  最高  平均  最高  平均  最高  平均  平均  

値  値  値  値  値  値  値  値  値  値  値   

あさつき  

（露地）  
散布：  3  1．5  

（茎葉）  4  7  0．4  

2005年   
gai几a  14  0．2   

シソ  

（施設）  散布：  
0．11  

（菓）  

2   3  

2003年   
7  

注）・使用量欄にG印は粒剤、P印は粉剤、それ以外はフロアプル剤を用いた。   
・農薬の使用回数が申請された使用方法よりも多い場合、回数に8を付した。   

・一部に定量限界未満を含むデータの平均を計算する場合は定量限界を検出したものとして計算し、＊印を付した。   
・全てのデータが定量限界未満の場合は定量限界の平均に＜を付して記載した。   
・キャベツ、ねぎ、ピーマン、キュウリ及びネクタリンで代謝物Bが測定されたが、いずれも定量限界未満（＜0．01mg化g）  
であった。  
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＜別紙4：推定摂取量＞  

国民平均  小児（卜6歳）  妊婦  高齢者（65歳以上）  

汀   摂取量   什   摂取量   什   摂取量   汀   摂取量  

屯／人／日）  （〃g／人／団  毎／人／日）  （〃g／人／日）  転／人／目）  （〃g／人／目）  屯／人／団  （〟g／人／日）   残留値 hl∈甚∂                                               0．07  185．1  12．96  97．7   6．84  139．7   9．78   188．8  13．22   

0．06  116．8  7．01  82．3   4．94  123．4   7．40   83．4   5．00   

0．02  56．1   1．12  33．7   0．67   45．5   0．91   58．8   1．18   

0．01   1．4   0．01   0．5   0．01   0．1   0．00   2．7   0．03   

0．26   2．2   0．57   0．5   0．13   0．9   0．23   3．4   0．88   

0．02   2．6   0．05   0．7   0．01   0．7   0．01   4．2   0．08   

5．16   0．5   2．58   0．1   0．52   0．3   1．55   1．1   5．68   

8．83   0．1   0．88   0．1   0．88   0．1   0．88   0．1   0．88   

0，23   0．1   0．02   0．1   0．02   0．1   0．02   0．1   0．02   

0．04  29．4   1．18   10．3   0．41   21．9   0．88   29．9   1．20   

0．03  22．8  0．68   9，8   0．29   22．9   0．69   23．1   0．69   

1．0   4．3   4．3   2   2   1．6   1．6   5．9   5．9   

16．6   0．3   4．98   0．1   1．66   0．1   1．66   0．3   4．98   

1．16   3．5   4．06   0．6   0．70   1．2   1．39   3．6   4．18   

2．4   6．1   14．64  2．5   6．0   6．4   15．36   4．2   10．08   

1．9   0．4   0．76   0．1   0．19   0．5   0．95   0．7   1．33   

0．02  30．3   0．61   18．5   0．37   33．1   0．66   22．6   0．45   

0．73  11．3   8．25   4．5   3．29   8．2   5．99   11．5   9．86   

1．54   1．6   2．46   0，7   1．08   0．7   1．08   1．6   2，46   

0．44   0．9   0．40   0．3   0．13   0．4   0．18   0．9   0．40   

1．54   2．5   3．85   0，8   1，23   0．8   1．23   2．5   3．85   

0．2   0．2   0．04   0．1   0．02   0．1   0．02   0．3   0．06   

0．02  24．6   0．49   16．3   0．33   25．1   0．50   22．3   0．45   

0．19   0．1   0．02   0．1   0．02   0．1   0．02   0．1   0．02   

1．6   0．2   0．32   0．1   0．16   0．1   0．16   0．2   0．32   

0．20  24．3   4．86   16．3   3．26   25．1   5．02   25．0   5．00   

0．6   0．1   0．06   0．1   0．06   0．1   0．06   0．3   0．18   

1．23   4．4   5．41   2．0   2．46   1．9   2．34   3．7   4．55   

作物名  

小豆（含インケ～ン、  

ササケヾ、レンス～）  

大根（葉）  

かぶ類（根）  

かぶ類（菓）  

西洋ワサビ  

クレソン  

はくさい  

キャベツ  

こまつな  

きょうな   

その他の  

アブヾテナ科野菜  

その他のきく科  

野菜  

たまねぎ  

アスハ0ラがス  

その他の  

ゆり科野菜  

ワケギ  

にんじん  

みつば  

その他のせり科  

野菜  

1ごいマン   
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なす   0．41   4．0   1．64   0．9   0．37  3．3   1．35   5．7   2．34   

きゆうり   0．32  16．3   5．22   8．2   2．62   10．1   3．23   16．6   5．31   

かぼちゃ   0．2   9．4   1．88   5．8   1．16   6．9   1．38   11，5   2．3   

スイカ   0．01   0．1   0．00   0．1   0．00   0．1   0．00   0．1   0，00   

おくら   1．14   0．3   0．34   0．2   0．23   0．2   0．23   0．3   0．34   

未成熟えんどう  0．77   0．6   0．46   0．2   0．15   0．7   0．54   0，6   0．46   

その他の野菜  0．42  12．6   5．23   9．7   4．07   9．6   4．03   12．2   5．12   

りんご   0．48  35．3  16．94  36．2  17．38  30．0   14．4   35．6  17．09   

日本なし   0．47   5．1   2．40   4．4   2．07   5．3   2．49   5．1   2．40   

びわ   0．014  0．1   0．001  0．1   0．001   0．1   0．001   0．1   0．001   

もも   0．01   0．5   0．01   0．7   0．01   4．0   0．04   0．1   0．00   

ネクタリン   0．9   0．1   0．09   0．1   0．09   0．1   0．09   0．1   0．09   

すもも   0．09   0．2   0．02   0．1   0．01   1．4   0．13   0．2   0．02   

ウメ   0．5   1．1   0．55   0．3   0．15   1．4   0．7   1．6   0．8   

おうとう   0．76   0．1   0．08   0．1   0．08   0．1   0．08   0．1   0．08   

いちご   1．05   0．3   0．32   0．4   0．42   0．1   0．11   0．3   0．32   

ぶどう   2．61   5．8   15．14  4．4   11．48   1．6   4．18   3．8   9．92   

かき   0．19  31．4   5．97   8．0   1．52   21．5   4．09   49．6   9．42   

グアバ   0．08   0．1   0．008  0．1   0．008   0．1   0．008   0．1   0．008   

マン′コー   0．4   0．1   0．04   0．1   0．04   0．1   0．04   0．1   0．04   

ハ ツションフルーツ   0．30   0．1   0．03   0．1   0．03   0．1   0．03   0．1   0．03   

その他の  
0．82   3．9   3．20   

果実  
5．9   4．84   1．4   1．15   1．7   1．39   

茶   1．74   3．0   5．22   1．4   2．44   3．5   6．09   4．3   7．48   

その他のハーブ  1．2   0．1   0．12   0．1   0．12   0．1   0．12   0．1   0．12   

魚介類   0．071  94．1   6．68  42．8   3．04   94．1   6．97   94．1   6．79   

合計  150．1  88．7  109．4  151．5   

注）・残留値は、申請されている使用時期・使用回数の内、最大の残留を示す試験区の平均残留値を用い  
た（参照別紙3）。  

「吼：平成10年～12年の国民栄養調査（参照76～78）の結果に基づく農産物摂取量（g／人／日）  

妊婦及び高齢者の魚介類のぼは国民平均の仔を用いた。  
「摂取量」‥残留値及び農産物摂取量から求めたアゾキシストロビンの推定摂取量（〝g／人／日）  

・‘その他のきく科野菜’は‘ホトケノザ’、■ その他のゆり科野菜’は－ らっきょう，、■ その  
他のせり科野菜－ ば せり’、‘その他の野菜’ば みょうが’、‘その他の果実’は ビタヤ，、  
‘その他のハーブ は‘あさつき’の残留値を用いた。  

・メロン、てんさい、大根（根部）及びにんにくは全データが定量限界未満であったため摂取量の   
計算はしていない。  
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